
「茅野市のDX」の全体像

「ゆとり」ある“くらし 「全体最適」な“まち”
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茅野市の現状

重点テーマ（P５０）

DXの仕組み

第６次茅野市総合計画

包含

出典 茅野市DX基本構想

強み
新たな知見や価値観を取り込み、より良いまちの実現に
つなげることができるポテンシャルを有している

弱み
限られた人手で貴重な自然の保全と点在する施設等の
老朽化に対応し、市民の健康と産業の活性化を図り、

“まち”を維持していく必要がある

国は、各種支援策や特区制度を活用し、地域におけるデジタル
技術やデータ活用を強力に支援

機会

コロナ禍により明らかになった日本全体としてのデジタル化の
遅れに対し、地域がばらばらにデジタル化に取り組んでいる

脅威・不安

国家戦略特区である「デジタル田園健康特区」の指定が
追い風となり、デジタル技術やデータを活用し、全国の
地方都市のモデルとして、地域が抱える課題の解決に
先進的に取り組むことができるチャンス

基本となる手法（P１７）

４つの柱（P２８～）

デジタルインフラの活用 くらしや仕事の見直し
（アナログの再構築）

原則とルール 意見の反映・参加の促進

学びの場の提供 データ連携

意見反映の仕組み

誰もが参加できる
機会の提供

効果的な情報発信

データ連携基盤（都市OS）
の活用

データ連携の注意点

１ 市民サクセス
２ 透明性と権利保護
３ 安心・安全第一のサービス
設計

４ 市民協働ガバナンス
５ データリスクの見える化と
対応策の実施

１ スマートシチズンの
育成と創出

２ 持続可能な学びの場の展開

重点テーマ 連携分野

・ 医療・介護等

・ 防災

・ 地域コミュニティ

・ 子育て

・ 産業

・ 教育

・ 公共交通

・ 地域活性化 等

・・・

・令和４年度実施市民アンケート
・まちづくり懇談会等の調査
・茅野市の行政課題
を勘案し、市として重点的に取り組むべきテーマ

随時市民の声と力を取り入れていく仕組み 市民生活の課題を起点としたDX

デジタルの得手不得手に関わらず、
誰もが最大限に恩恵が受けられるDX

DXに関わる全ての人が助け合って
参画する仕組み

DX導入の目的、経過等の透明性の確保

データとセキュリティの安全性の確保

共 創 ヒューマンファースト 透明性の確保

母子健康手帳電子化

夜間小児オンライン相談の実現

PHRを活用した健康増進
安心安全な

在宅ケアの実現

保育園等⇔保護者の連絡ツール導入

避難支援の充実

“のらざあ”等、新たな交通システムの構築

登山者支援

区・自治会の負荷軽減

地域情報の集約・発信（ポータルサイトの充実）

書かない窓口

キャッシュレス収納

（凡例）
・（一部）導入済サービス等

・本計画等に基づき
導入するサービス
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